
Ⅰ．はじめに

身体活動は心身の健康の維持増進，体力の向

上，健康問題の予防などのために重要であるが，

とりわけ幼児期・学童期においては，バランスの

とれた心身の発達のために，また将来の心身の健

康のために身体活動の果たす役割はきわめて重要

と考えられる。しかしながら近年の子どもをとり

巻く環境の変化に伴って身体活動量が減少し，子

どもの体力や運動能力の低い状態が続いているこ

とが，幼児・児童生徒を対象とした全国規模の調

査により明らかにされている。植田１）は，児童生

徒の体力が１９８０年代前後をピークに低下を続け，

種目によっては調査が開始された１９６４年以下まで

低下していることを指摘している。また小林２）

は，幼児の体力低下は３歳未満の時期からすでに

生じていること，３歳以上の運動能力テスト結果

でも１０年前，２０年前に比べ低水準となっているこ

と，体力低下は脳の働きや意欲の低下にもつな

がっていることを指摘している。

本研究においては，幼児期・学童期といった発

育発達にとってきわめて重要な時期に，身体活動

を効果的に実践し，子どもの体力や運動能力を向

上させていくためにどのような対策が必要である

かを考えていく手かがりを得るために，幼児・幼

児を持つ親・保育者を目指している学生を対象と
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して，幼児期・学童期の身体活動への取り組みに

関する調査を実施し，どのような要因が子どもの

身体活動の取り組みに影響しているのかを分析し

たのでその概要を報告する。

Ⅱ．方 法

①保育園児をもつ親への調査：２００９年１０月に，Y

県内の保育園児をもつ親を対象に，児が好んで行

う遊び，遊び相手や人数，遊び場の有無，児の運

動能力，児の体型，児の性格特性，児の健康状

態，親自身の運動の好き嫌いと運動習慣，親子で

の運動の機会の有無，子どもの運動実践の必要性

についての親の意識，今日の子どもの体力低下の

原因についての考え，体力向上のための対策につ

いての考えについて質問紙を用いて調査し，回答

の得られた１１６名分を分析した。

調査項目のうち，児の運動遊びの多さ，遊び相

手の数，遊び場の有無，運動能力，体型，性格特

性，健康状態，親自身の運動の好き嫌い，運動習

慣，親子での運動の機会の有無，子どもの運動実

践の必要性についての親の意識に関する項目では

回答者が３つの選択肢の１つを選んで回答するよ

うにしてあり，１～３という選択肢の番号がその

ままスコアになっているので，回答者の各調査項

目のスコアを元に，調査項目相互の相関係数を算

出して統計的相関の有無を調べた。各調査項目と

選択肢は表１に示すとおりである。

②短期大学学生への調査：２０１０年２月に，Y短期

大学保育科１年次学生を対象に，自身の小学生時

代（３～４年生頃）の運動習慣，運動適性，体型，

遊ぶ友達の数，性格特性，健康状態，学校のス

ポーツ環境，自身の現在の運動習慣，運動適性，

体型，遊ぶ友達の数，性格特性，健康状態，子ど

もの体力低下の原因についての考え，子どもの体

力向上のために必要なことについての考えを質問

紙を用いて調査し，回答の得られた１５８名分を分

析した。

子どもの体力低下の原因についての考え，子ど

もの体力向上のために必要なことについての考え

を除く，他のすべての調査項目は，回答者が３つ

の選択肢の１つを選んで回答するようにしてあ

り，１～３という選択肢の番号がそのままスコア

になっている。運動習慣，運動適性，体型，遊ぶ

友達の数，性格特性，健康状態の６項目は，小学

生時代と現在のスコアの相関係数を算出して統計

的相関の有無を調べた。また小学生時代（３～４

年生頃）の運動習慣，運動適性，体型，遊ぶ友達

の数，性格特性，健康状態，学校のスポーツ環境

の７項目は，項目相互の相関係数を算出して統計

的相関の有無を調べた。各調査項目と選択肢は表

表１ 保育園児の身体活動に関する調査項目の選択肢

幼児自身の様子

体型 １．太っているほう ２．ふつう ３．やせているほう

運動能力 １．高いほう ２．ふつう ３．低いほう

遊びの内容 １．運動遊びが多い ２．半々くらい ３．静かな遊びが多い

遊び仲間 １．多い（３人以上） ２．多くはないがいる（１～２人） ３．いない

遊び場 １．たくさんある ２．多くはないがある ３．ない

活動性 １．活発なほう ２．ふつう ３．おとなしいほう

気分変化 １．安定しているほう ２．どちらとも言えない ３．変化が大きいほう

健康 １．丈夫なほう ２．時々体調を崩す ３．体調を崩すことが多い

保護者自身の様子

現在の運動嗜好 １．好き ２．好きでも嫌いでもない ３．嫌い

子どもの頃の運動嗜好 １．好きだった ２．好きでも嫌いでもなかった ３．嫌いだった

運動習慣 １．定期的に運動する ２．たまに運動する ３．ほとんど運動しない

親子での運動の機会 １．週１回以上ある ２．たまにある ３．ほとんどない

子どもの運動の必要性 １．強く感じる ２．ある程度感じる ３．あまり感じない
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３に示すとおりである。

③幼稚園児への観察・調査：２００９年５月～２０１０年

３月に，Y県内の幼稚園年中児３６名を対象として

計１４日間にわたり，自由遊び時間の遊びの内容を

観察し，遊びの種類，屋外遊びと室内遊びの割

合，運動遊びとその他の遊びの割合を調べた。併

せて園から借用した各園児の運動能力テスト（走

力・跳躍力），身体計測（身長・体重），性格特

性，遊び友達の数，健康状態についてのデータを

分析した。

分析は，各園児のデータを調査項目ごとにスコ

アに置き換えて（身体計測値はそのままの数値を

用いて）調査項目相互の相関係数を算出し，統計

的相関の有無を調べた。また自由遊びの観察結果

を元に，屋外遊びの多い群と少ない群，および運

動遊びの多い群と少ない群に分け，他の調査項目

のスコアや身体計測値等に違いがないかどうか，

平均値と標準偏差を用いて統計的有意差の有無を

調べた。

Ⅲ．結果と考察

１．保育園児の保護者への質問紙調査の結果と考

察

� 各調査項目の回答結果

１）遊びの内容：子どもの普段の遊びの内容につ

いての質問では「体を使う遊びと静かな遊びが

半々くらい」が４７％と最も多く，「体を使う遊び

が多い」が３０％，「静かな遊びが多い」が２３％で

あった。

好きな運動遊びでは「自転車」が最も多く，以

下「砂（土）遊び」，「ボール遊び」，「鬼遊び」，

「水遊び」，「固定遊具」，「なわとび」，「散歩」と

いう順で多かった。

運動遊び以外の好きな遊びでは「お絵かき」が

最も多く，以下「ままごと」，「ブロック（積み

木）」，「絵本」，「電子ゲーム」，「工作・粘土・折

り紙」，「テレビ・ビデオ・DVD」，「人形遊び」，

「ミニカー」の順で多かった。

２）遊び仲間：遊び仲間の数についての質問では

「多くはないがいる（１～２人）」が４２％と最も

多く，「多い（３人以上）」が２９％，「いない」が

２８％であった。

誰と遊ぶかという質問では，「兄弟姉妹」とい

う回答が最も多く，以下「一人で遊ぶ」，「母

親」，「友達」，「父親」という順で多かった。

３）安心して遊べる場：近所に子どもが安心して

運動遊びのできる場所があるかという質問では

「多くはないがある」が７２％と最も多く，「たく

さんある」が１７％，「ない」が１１％であった。

４）運動能力：自分の子どもが同年齢の子どもと

比べて走・跳・投などの運動能力が高いほうだと

思うかという質問では「普通だと思う」が４６％と

最も多く，「高いほうだと思う」が３０％，「低いほ

うだと思う」が２２％であった。

５）体型：自分の子どもの体型についての質問で

は「太ってもやせてもいない」が５８％と最も多

く，「やせているほう」が２４％，「太っているほ

う」が１８％であった。

６）性格特性：子どもの性格特性のうち活動性に

ついての質問では「普通だと思う」が５８％と最も

多く，「活発なほう」が２９％，「おとなしいほう」

が１９％であった。

気分の安定性についての質問では「安定してい

るほう」が４４％と最も多く，「どちらとも言えな

い」が３６％，「気分の変化が激しいほう」が２０％

という結果であった。

７）健康状態：子どもの普段の健康状態について

の質問では「丈夫なほう」が６１％と最も多く，

「時々体調を崩す」が３１％，「体調を崩すことが

多い」が８％であった。

８）親の運動の好き嫌い：保護者自身が現在運動

（体を動かすこと）が好きであるかという質問で

は「好き」が６１％と最も多く，「好きでも嫌いで

もない」が２９％，「嫌い」が１０％であった。

子どもの頃運動（体を動かすこと）が好きだっ

たかという質問では「好きだった」が６６％と最も

多く，「好きでも嫌いでもなかった」が２８％，「嫌

いだった」が６％であった。

９）親の運動習慣：保護者自身の日頃の運動習慣

についての質問では「ほとんど運動しない」が

５３％と最も多く，「定期的ではないがたまに運動

する」が３０％，「定期的に運動する」が１６％であっ

た。

１０）親子での運動の機会：親子で一緒に体を動か

す機会があるかという質問では「週１回未満だ

が，たまにある」が４８％と最も多く，「ほとんど
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ない」が３１％，「週に１回以上ある」が２１％であっ

た。

１１）運動の必要性：子どもの発達や健康のために

運動を積極的に行う必要性を感じるかという質問

では「強く感じる」が６８％と最も多く，「ある程

度感じる」が２９％，「あまり感じない」が３％で

あった。

１２）体力低下の原因：子どもの体力低下が心配さ

れているがどのような原因があると思うかという

質問では「TVゲームや電子ゲームの普及」が最

も多く，以下「安心して外遊びのできる場所の減

少」，「室内遊びの種類が増え外で遊ばなくなっ

た」，「車の利用が増え歩かなくなった」，「子ども

が遊び方を知らない」，「遊び仲間の減少」，「塾通

いなどにより遊び時間が減少」，「親子が一緒に体

を動かす機会の減少」，「食事や睡眠など生活習慣

の乱れ」の順で多かった。

１３）体力向上の対策：子どもの体力向上のために

どのような対策が必要と思うかという質問では

「安心して外遊びのできる場所を増やす」が最も

多く，以下「親子で体を動かす機会を増やす」，

「地域のスポーツ事業を充実させ参加する」，「運

動の楽しさを子ども達に積極的に伝えていく」，

「園や学校で体を動かす機会を増やす」，「食事や

睡眠など生活習慣を改善する」，「外遊びの時間を

増やす」の順で多かった。

� 各調査項目の回答結果の相互の関係の分析

（表２を参照）

各調査項目の回答結果のスコアを元にして項目

相互の相関係数を算出し，統計的な相関の有無を

調べた。その結果，７８通りの組み合わせのうち，

遊びの内容－遊び仲間の数・運動能力・遊び場の

有無・活動性・健康状態・親の現在の運動嗜好・

子どもの頃の運動嗜好・運動習慣・親子で運動す

る機会，遊び仲間の数－遊び場の有無・活動性・

親の現在の運動嗜好・子どもの頃の運動嗜好・運

動習慣・親子で運動する機会，運動能力－遊び仲

間の数・遊び場の有無・活動性・健康状態・親の

表２ 保育園児の親の回答に基づく各調査項目相互の相関の有無 （数字は相関係数）

園
児
自
身
に
関
す
る
項
目

運動能力
－０．０２４

外遊び
－０．１１９ ０．４９ ***P＜０．０１

**P＜０．０２
*P＜０．０５

***

遊び仲間
０．０６１ ０．２９７ ０．２８

遊び場
－０．０６ ０．３４１ ０．５０３ ０．１７７

*** ***

活動性
０．１６９ ０．３４６ ０．２８１ ０．２８４ ０．３６７

*** *** *** ***

気分変化
０．０９９ ０．０２１ ０．０９４ －０．１ ０．０２５ ０．１２３

健康
０．１２ ０．１７３ －０．０６１ ０．０７ ０．１０７ －０．０７１ ０．０３６

保
護
者
自
身
に
関
す
る
項
目

運動嗜好
０．１１３ ０．３９７ ０．３７３ ０．１８１ ０．１９ ０．１６３ ０．０９６ －０．１４５

*** ***

子どもの頃
０．０２６ ０．５１９ ０．３５９ ０．２６６ ０．２４４ ０．２５１ ０．０８２ ０．０２５ ０．４８２

*** *** *** ** ** ***

運動習慣
－０．０１１ ０．６ ０．５３７ ０．２５２ ０．３３ ０．２６３ －０．０４ ０．０１８ ０．３６９ ０．２７９

*** *** ** *** *** *** ***

機会
－０．０３２ ０．４９９ ０．４４６ ０．２４５ ０．２５ ０．１２６ －０．１３３ ０．０４６ ０．４７９ ０．２８５ ０．４６

*** *** ** ** *** *** ***

必要性
０．１６７ －０．０４９ －０．１１８ －０．０１８ －０．０６４ －０．０７２ ０．１３５ ０．１９ －０．０８２ ０．０２２ －０．１０５ －０．０７２

区 分
体型 運動能力 外遊び 遊び仲間 遊び場 活動性 気分変化 健康 運動嗜好 子どもの頃 運動習慣 機会

園児自身に関する項目 保護者自身に関する項目
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現在の運動嗜好・子どもの頃の運動嗜好・運動習

慣・親子で運動する機会，遊び場の有無－活動

性・親の運動習慣・親子で運動する機会，活動性

－親の運動習慣，親の現在の運動嗜好－子どもの

頃の運動嗜好・現在の運動習慣・親子で運動する

機会，子どもの頃の運動嗜好－現在の運動習慣・

親子で運動する機会，親の運動習慣－親子で運動

する機会，以上３３通りの組み合わせで有意な相関

が認められた。

すなわち，体を使う遊びの多い児ほど遊び仲間

が多く，遊び場にも恵まれ，運動能力も高く，活

発な傾向にあること，子どもの頃運動が好きだっ

た親ほど，現在でも運動好きであり，子どもと一

緒に体を動かす機会が多く，児の運動能力も高い

傾向にあることなどが明らかになった。

吉田ら３）は，家庭環境が幼児の運動能力発達に

与える影響について調査し，室内遊びに比べ戸外

遊びが多いほど，戸外遊びの時間が長いほど，運

動遊びの頻度が高いほど，家族と子どもが一緒に

運動遊びをする頻度が高いほど，一緒に遊ぶ兄弟

や友達が多い幼児ほど運動能力が高い傾向にある

こと，安心して外遊びのできる場所の有無が運動

能力の発達にも影響を及ぼしていることを報告し

ている。また上地４）は，運動好きの家庭環境につ

いて調査し，子どもの身体活動に強く影響する要

因として，友達や家族からの身体活動に対するサ

ポート，親の身体活動の直接的モデリングがあげ

られ，子どもが体を動かすことを喜んであげるこ

とや，子どもが体を動かしたい時に，親も一緒に

体を動かしてあげることが重要であると指摘して

いるが，今回の調査結果においても，運動遊びを

好んで行う，親が運動に興味をもち親子で一緒に

運動する機会が多い，遊び相手の数が多い，近所

に安心して遊べる場所のある児ほど運動が得意な

傾向にあり，吉田らや上地の調査結果と一致して

いた。

さらに久保田ら５）は，小学生の体育授業以外の

身体活動行動（実践）に与える，親の身体活動態

度（好き嫌い）・行動（実践）の影響について調

査し，親が身体活動を実践している児童ほど体育

授業以外の身体活動を実践していることを報告し

ているが，幼児期のみならず学童期においても親

の運動実践が子どもの身体活動に及ぼす影響は大

きく，子どもの周りの大人の運動への態度や行動

が重要な役割を果たしているものと思われた。

２．保育科学生への質問紙調査の結果と考察

� 各調査項目の回答結果

１）小学生時代の様子

小学生時代（３～４年生頃）の体型についての

質問では「普通だった」が５６％と最も多く，「太っ

ていた」が２４％，「やせていた」が２０％であった。

子どもの頃運動が得意であったかという質問で

は「得意だった」が４６％と最も多く，「苦手な運

動がいくつかあった」が３６％，「苦手だった」が

１８％であった。

小学生時代の運動習慣についての質問では「運

動する機会が多かった」が５０％と最も多く，「多

くはなかったがある程度運動していた」が３８％，

「体を動かす機会は少なかった」が１２％であっ

た。

小学生時代の遊び仲間の数についての質問では

「多かった」が６８％と最も多く，「多くはないが

ある程度いた」が３０％，「少なかった」が１％で

あった。

小学生時代の性格特性のうち活動性についての

質問では「活発だった」が６０％と最も多く，「普

通だった」が３２％，「おとなしかった」が８％で

あった。気分の安定性についての質問では「安定

していた」が７７％と最も多く，「時々変化するこ

とがあった」が１８％，「気分の変化が大きかった」

が５％であった。

小学生時代の健康状態についての質問では「丈

夫だった」が８０％と最も多く，「時々体調を崩す

ことがあった」が１６％，「体調を崩すことが多かっ

た」が４％であった。

通っていた小学校のスポーツ活動の環境につい

ての質問では「スポーツ活動が活発だった」が

４８％と最も多く，「普通だった」が３７％，「あまり

活発ではなかった」が１５％であった。

２）現在の様子

現在の体型についての質問では「普通」が６４％

と最も多く，「太っている」が２４％，「やせてい

る」が２０％であった。

現在運動が得意であるかという質問では「苦手

な運動がいくつかある」が４９％と最も多く，「得
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意である」が３９％，「苦手である」が１２％であっ

た。

現在の運動習慣についての質問では「時々運動

する機会がある」が４１％と最も多く，「運動する

機会は少ない」が３９％，「運動する機会が多い」

が２０％であった。

現在の友達の数についての質問では「多い」が

５２％と最も多く，「多くはないがある程度いる」

が４５％，「少ない」が３％であった。

現在の性格特性のうち活動性についての質問で

は「普通である」が５３％と最も多く，「活発であ

る」が４１％，「おとなしい」が６％であった。気

分の安定性についての質問では安定しているが

４６％と最も多く，「時々変化する」が４１％，「気分

の変化が大きい」が１３％であった。

現在の健康状態についての質問では「丈夫であ

る」が７３％と最も多く，「時々体調を崩す」が

２６％，「体調を崩すことが多い」が１％であった。

３）子どもの体力に関する考え

子どもの体力低下が心配されているがどのよう

な原因があると思うかという質問では「電子ゲー

ムなどが普及し外で遊ばなくなった」が最も多

く，以下「安心して外遊びのできる場所の減

少」，「塾通いなどにより体を動かす機会の減

少」，「車の利用などにより体を使う機会の減

少」，「遊び仲間の減少」，「食事や睡眠など生活習

慣の乱れ」，「親子が一緒に体を動かす機会の減

少」，「子どもが遊び方を知らない」，「園や学校で

の運動遊びの減少」の順で多かった。

子どもの体力向上のためにどのような対策が必

要と思うかという質問では「園や学校で体を動か

す機会を増やす」が最も多く，以下「安心して外

遊びのできる場所を増やす」，「親子で体を動かす

機会を増やす」，「運動の楽しさを子ども達に積極

的に伝えていく」，「地域のスポーツ事業を充実さ

せ参加する」，「外遊びの時間を増やす」，「遊び仲

間を増やす」の順で多かった。

� 各調査項目の回答結果の相互の関係の分析

各調査項目の回答結果のスコアを元にして項目

相互の相関係数を算出し，統計的な相関の有無を

調べた。

１）小学生時代の身体活動等に関連する各調査項

目相互の相関の有無（表４を参照）

小学生時代の体型，運動適性，運動習慣，遊び

友達の数，活動性，気分の変化，健康状態，学校

のスポーツ環境について相互の関連の有無を調べ

表３ 保育科学生に対する身体活動に関する調査項目の選択肢

小学生時代（３～４年生頃）の様子

体型 １．太っていた ２．ふつうだった ３．やせていた

運動適性 １．得意だった ２．苦手な運動がいくつかあった ３．苦手だった

運動習慣 １．活発に運動していた ２．ある程度運動していた ３．体を動かす機会は少なかった

遊ぶ友達 １．多かった ２．多くはないがある程度いた ３．少なかった

活動性 １．活発だった ２．ふつうだった ３．おとなしかった

気分変化 １．安定していた ２．時々変化することがあった ３．変化が大きかった

健康 １．丈夫だった ２．時々体調を崩した ３．体調を崩すことが多かった

学校環境 １．スポーツ活動が活発だった ２．ふつうだった ３．活発ではなかった

現在の様子

体型 １．太っている ２．ふつう ３．やせている

運動適性 １．得意である ２．苦手な運動がいくつかある ３．苦手である

運動習慣 １．運動する機会が多い ２．時々体を動かす ３．体を動かす機会は少ない

サークル １．運動系で活動している ２．文化系で活動している ３．やっていない

遊ぶ友達 １．多い ２．多くはないがある程度いる ３．少ない

活動性 １．活発である ２．ふつう ３．おとなしい

気分変化 １．安定している ２．時々変化することがある ３．変化が大きい

健康 １．丈夫である ２．時々体調を崩す ３．体調を崩すことが多い
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た。その結果，運動適性－運動習慣・遊ぶ友達の

数・活動性・健康状態，運動習慣－遊ぶ友達の

数・活動性・健康状態，遊ぶ友達の数－活動性・

気分の安定性・健康状態，活動性－気分の安定

性・健康状態，気分の安定性－健康状態，学校の

スポーツ環境－運動適性・運動習慣・遊び友達の

数・活動性・健康状態，以上１８の組み合わせで統

計的に有意な相関が認められた。すなわち，運動

の得意な者ほど日頃運動する機会が多く，遊ぶ友

達も多く，活発で，健康状態も良く，学校の環境

に恵まれている傾向にあることなどが明らかに

なった。

戸田ら６）は，児童の日常身体活動量と体力，体

格との関連について調査し，腕力や全身持久力，

基礎運動能力の走力及び体力の総合的評価に優れ

た児童は，１日に歩く歩数が多く，日常生活の中

でよく動き，身体活動消費量の多い生活をしてい

る傾向があることを指摘しており，また，小宮ら７）

は，児童の体力と外遊びとの関連性について調査

し，業間の休み時間，昼休み，放課後および休日

において外遊びが多い児童ほど総合体力スコアが

高値を示したことを報告しているが，今回の調査

結果においても，日頃運動する機会の多い者ほど

運動適性も高い傾向にあり，戸田らや小宮らの結

表４ 学生の回答に基づく小学生時代の項目間の相関の有無

項目① 項目② 相関係数 有意水準

体型 運動適性 ０．０１６ なし

体型 運動習慣 ０．０６５ なし

体型 遊ぶ友達 ０．０７６ なし

体型 活動性 ０．１３２ なし

体型 気分変化 ０．０２９ なし

体型 健康 ０．０４５ なし

運動適性 運動習慣 ０．６０１ P＜０．０１

運動適性 遊ぶ友達 ０．２８７ P＜０．０１

運動適性 活動性 ０．３７７ P＜０．０１

運動適性 気分変化 ０．１０１ なし

運動適性 健康 ０．１７７ P＜０．０５

運動習慣 遊ぶ友達 ０．３６５ P＜０．０１

運動習慣 活動性 ０．４８３ P＜０．０１

運動習慣 気分変化 ０．１４５ なし

運動習慣 健康 ０．３０９ P＜０．０１

遊ぶ友達 活動性 ０．４１６ P＜０．０１

遊ぶ友達 気分変化 ０．１９８ P＜０．０２

遊ぶ友達 健康 ０．２２３ P＜０．０１

活動性 気分変化 ０．３９１ P＜０．０１

活動性 健康 ０．４３２ P＜０．０１

気分変化 健康 ０．３１２ P＜０．０１

学校環境 体型 ０．０３３ なし

学校環境 運動適性 ０．２９９ P＜０．０１

学校環境 運動習慣 ０．３０４ P＜０．０１

学校環境 遊ぶ友達 ０．１７５ P＜０．０５

学校環境 活動性 ０．１８４ P＜０．０５

学校環境 気分変化 ０．１４８ なし

学校環境 健康 ０．１７８ P＜０．０５
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果と一致した。古俣８）は，小学校児童における固

定施設遊びでの基礎的運動能力の向上と運動安全

能力や緊急避難能力との関連性について調査し，

遊具めぐりへの取り組みが児童の敏捷性，巧緻

性，瞬発力，バランス能力，筋力といった基礎体

力の向上に大きく貢献することを指摘している

が，今回の調査結果でも運動実践に積極的な学校

環境であった者ほど運動への取り組みが活発であ

り，運動適性も高い傾向が認められ，古俣の調査

結果と一致し，学校環境が児童の運動への取り組

みにも影響を及ぼすことが伺えた。藤田ら９）は，

幼児の運動能力の発達に及ぼす意図的な働きかけ

の影響について調査し，体育指導員が子ども達の

運動遊びへの意欲や主体性を重視しながら，子ど

も達が興味を持てる遊びを工夫して指導した園の

児は，他の園の児に比べて測定したすべての運動

能力（２５m走，立ち幅跳び，ソフトボール投げ）

で高い値を示し，運動環境を整備していくことが

結果的に幼児期の子ども達の運動能力を高めるこ

とになることを指摘しているが，小学校のみなら

ず，園の運動遊び環境の整備が子どもの身体活動

への取り組みや体力向上のためにきわめて重要と

考えられた。

２）小学生時代の状況と現在の状況の回答結果の

相関の有無（表５を参照）

体型，運動適性，運動習慣，友達の数，活動性，

気分の安定性，健康状態の調査結果については小

学生時代と現在の状況の相関の有無を調べた。そ

の結果，健康状態を除く６項目で小学生時代と現

在の状況に統計的な相関が認められた。すなわち

小学生時代に太っていた者ほど現在でも肥満の傾

向にあり，小学生時代に運動が得意だった者ほど

現在でも運動が得意な傾向にあること，小学生時

代に活発に運動していた者ほど現在でも運動する

機会が多い傾向にあること，小学生時代に遊び友

達の多かった者ほど現在でも友達が多い傾向にあ

ること，小学生時代に頃活発だった者ほど現在で

も活発な傾向にあること，小学生時代に気分が安

定していた者ほど現在でも安定傾向にあることな

どが明らかになった。

馬場１０）は，小児期に身体活動量が多かった者は

成人後にも身体活動が多い傾向にあること，中学

時代に運動が嫌いであった者は肥満発症のリスク

が有意に高く，中学時代に運動部に所属しそのと

きの運動量が大変多かった者は肥満の発症リスク

が有意に少ない傾向にあることを報告している

が，今回の調査結果でも，学童期の運動への取り

組みや体型が大学生になった現在にまで移行して

おり，馬場の調査結果と一致していた。このよう

に，学童期の運動への態度や取り組み，体型，人

との関わり，性格特性，健康状態などが青年期に

まで移行する傾向がみられることから，子どもの

頃からの健全な運動実践や健康生活がきわめて重

要と思われた。

３．幼稚園児を対象とした観察及び調査の結果と

考察

� 各観察・調査項目の集計結果

幼稚園年中児３６名を対象として１４日にわたって

行った自由遊びの観察結果では，屋外遊びでは，

「固定遊具遊び」が最も多く，以下「ボール遊

び」，「なわとび」，「砂場遊び」，「おにごっこ」，

「伝承遊び」，「シャボン玉」，「木の実や花を使っ

た遊び」，「フラフープ」，「電車ごっこ」の順で

表５ 学生の回答に基づく小学生時代と現在の相関の有無

項目 相関係数 有意水準

体型 ０．４３３ P＜０．０１

運動適性 ０．６０３ P＜０．０１

運動習慣 ０．２３２ P＜０．０１

遊ぶ友達 ０．５０９ P＜０．０１

活動性 ０．３３５ P＜０．０１

気分変化 ０．３０１ P＜０．０１

健康 ０．１３４ なし
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あった。室内遊びでは「ブロック遊び」が最も多

く，以下「ままごと」，「追いかけっこ」，「絵

本」，「工作」，「お店屋さん」，「平均台」，「ピア

ノ」，「劇遊び」の順であった。

３６名の遊びの観察結果を元に運動遊びの割合を

算出してみると，運動遊びが６割以上を占める児

が３９％と最も多く，３割以上６割未満が３６％，３

割未満が２５％であった。

同様に，外遊びの割合を算出してみると，３割

以上６割未満の児が５０％と最も多く，６割以上の

児と３割未満の児がそれぞれ２５％であった。

性格特性のうち活動性についての調査結果では

「活発」が６４％と最も多く，「どちらとも言えな

い」が１９％，「おとなしい」が１７％であった。気

分の変化では「どちらとも言えない」が５８％と最

も多く，「安定している」が３６％，「変化が大き

い」が６％であった。

健康状態についての調査結果では「良好」が

７５％と最も多く，「時々体調を崩す」が２５％，「体

調を崩すことが多い」はいなかった。

遊び友達の数についての調査結果では「多い

（３人以上）」が５８％と最も多く，「少ない」が

３９％，「どちらとも言えない」が３％であった。

運動能力テスト（立ち幅跳びと２５m走の２種

目）の測定結果を全国調査の結果を元に判定して

みると，立ち幅跳びでは「優れている」が５０％，

「平均的」が４２％，「劣っている」が８％であっ

た。２５m走では「優れている」が５６％，「平均

的」が３３％，「劣っている」が１１％であった。２

種目の総合では「優れている」が６７％，「平均的」

が３３％，「劣っている」はいなかった。

身体計測の結果では，平均身長は男児が１０６．４

±４．９cm，女児が１０８．５±４．４cm，平均体重は男

児が１７．７±２．２Kg，女児が１９．１±２．２Kg，カウ

プ指数の平均は男児が１５．５±１．２，女児が１６．２±

１．２であり，身長，体重，カウプ指数のいずれも

女児が男児を上回っていた。また男女とも身長，

体重のいずれも全国平均値を上回っていた。カウ

プ指数は標準的な値であった。

� 観察・調査項目相互の関連の有無の分析（表

６を参照）

各園児のデータを観察・調査項目ごとにスコア

に置き換えて（身体計測値はそのままの数値を用

いて）項目相互の相関係数を算出し，統計的相関

の有無を調べた。その結果，４１通りの組み合わせ

のうち，運動遊びの多さ－屋外遊びの多さ・活動

性・体重，屋外遊びの多さ－活動性・身長・体

重，運動能力テストの総合評価－身長・体重，立

ち幅跳びの成績－２５m走の成績・身長，２５m走

－身長，遊び友達の数－活動性，以上１２通りの組

み合わせで統計的に有意な相関が認められた。す

なわち，運動遊びをよく行う児ほど屋外遊びが多

く，活発で体格も大きい傾向があり，体格の大き

い児ほど運動能力テストの評価が高い傾向にあ

り，活発な児ほど遊び友達が多い傾向にあること

などが明らかになった。

穐丸１１）は，幼児の体格・運動能力を調査し，２０

m走，立ち幅跳び，開脚跳びなどは体格の影響

を受けやすく，体格が大きいほど測定結果が良い

傾向にあることを指摘しており，また酒井ら１２）

は，幼児の体格と運動能力の発達の関係を調べ，

身長と体重，走力と跳躍力はよく似た発達曲線を

描くことを指摘しているが，今回の調査結果でも

体格が大きい児ほど２５m走，立ち幅跳びの評価

が高く，穐丸や酒井らの結果と一致していた。

� 屋外遊び及び運動遊びの多少に基づいた各調

査項目の結果の比較（表７，８を参照）

自由遊びの観察結果を元に，屋外遊びの多い群

と少ない群，および運動遊びの多い群と少ない群

に分け，他の調査項目のスコアや身体計測値等に

違いがないかどうか，平均値と標準偏差を用いて

統計的有意差の有無を調べた。その結果，屋外遊

びの割合が高い（５割以上の）群は低い（５割未

満の）群に比べて，運動遊び，活動性，友達の多

さ，健康状態のスコアの平均値が統計的にも有意

に高かった。すなわち，屋外遊びをよく行う児ほ

ど，運動遊びをよく行い，活動的で，遊び友達も

多く，健康状態もより良好な傾向にあることがわ

かった。また，運動遊びの割合が高い（５割以上

の）群は低い（５割未満の）群に比べて，屋外遊

び，体重のスコアの平均値が統計的にも有意に高

かった。

酒井１３）は，幼児の運動遊びと体力の関係につい

て調査し，友達同士でよく遊ぶ幼児では運動量が

増加し，体力も高かったことを報告しているが，

今回の調査結果でも，友達の多い児ほど外遊びを
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表６ 幼稚園児の観察・調査項目間の相関の有無

項目① 項目② 相関係数 統計的相関

運動遊びのスコア 屋外遊びのスコア ０．７４９ あり（P＜０．０１）

運動遊びのスコア 運動適性のスコア ０．０５５ なし

運動遊びのスコア 立ち幅跳びのスコア ０．０５１ なし

運動遊びのスコア ２５m走のスコア ０．０４ なし

運動遊びのスコア 活動性のスコア ０．３９９ あり（P＜０．０１）

運動遊びのスコア 友達の多さのスコア ０．０８７ なし

運動遊びのスコア カウプ指数 ０．３０９ なし

運動遊びのスコア 身長 ０．１５５ なし

運動遊びのスコア 体重 ０．３９２ あり（P＜０．０２）

屋外遊びのスコア 運動適性のスコア ０．２５４ なし

屋外遊びのスコア 立ち幅跳びのスコア ０．１２３ なし

屋外遊びのスコア ２５m走のスコア ０．２８７ なし

屋外遊びのスコア 活動性のスコア ０．４６３ あり（P＜０．０１）

屋外遊びのスコア 友達の多さのスコア ０．２４５ なし

屋外遊びのスコア カウプ指数 ０．１８ なし

屋外遊びのスコア 身長 ０．３３６ あり（P＜０．０５）

屋外遊びのスコア 体重 ０．４４ あり（P＜０．０１）

運動適性のスコア 活動性のスコア ０．１１３ なし

運動適性のスコア 友達の多さのスコア ０．２１７ なし

運動適性のスコア カウプ指数 －０．０５２ なし

運動適性のスコア 身長 ０．５１ あり（P＜０．０１）

運動適性のスコア 体重 ０．３５ あり（P＜０．０５）

立ち幅跳びのスコア ２５m走のスコア ０．３５９ あり（P＜０．０５）

身長 立ち幅跳びのスコア ０．３７２ あり（P＜０．０５）

身長 ２５m走のスコア ０．４５９ あり（P＜０．０１）

体重 立ち幅跳びのスコア ０．３２７ なし

体重 ２５m走のスコア ０．２４８ なし

健康状態のスコア 運動遊びのスコア ０．２６５ なし

健康状態のスコア 屋外遊びのスコア ０．１８１ なし

健康状態のスコア 運動適性のスコア －０．１３３ なし

健康状態のスコア 活動性のスコア ０．２７３ なし

健康状態のスコア カウプ指数 －０．０８ なし

友達の多さのスコア 活動性のスコア ０．４４ あり（P＜０．０１）

気分の変化のスコア 活動性のスコア ０．１１６ なし

気分の変化のスコア 運動遊びのスコア ０．１５３ なし

気分の変化のスコア 屋外遊びのスコア ０．２０７ なし

気分の変化のスコア 運動適性のスコア －０．１１１ なし

気分の変化のスコア 健康状態のスコア －０．０２８ なし

気分の変化のスコア 友達の多さのスコア ０．２４６ なし

友達の多さのスコア 運動適性のスコア ０．１５８ なし

友達の多さのスコア 健康状態のスコア ０．１８２ なし
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よく行っており，酒井の調査結果と一致した。ま

た杉原ら１４）は，幼児の運動能力と性格との関係を

調査し，自由遊びのときに運動遊びを好んで行う

児ほど運動能力が高く，また運動能力の高い群で

は自信がある，積極的，ねばり強い，好奇心旺

盛，友達関係良好，社交的の項目のスコアが高い

ことを報告しているが，今回の観察・調査におい

ても運動遊びの多い群で活動的で友達も多い傾向

にあり，杉原らの調査結果と一致していた。加賀

谷１５）は，幼児の身体活動量と運動強度について調

査し，健康度の高い子どもの身体活動量は健康度

の低い子どもに比べて多く，特に平日の活動量に

差があったと報告しているが，今回の調査結果に

おいても，外遊びをよく行う児ほど健康状態が良

好な傾向にあり，加賀谷の調査結果と一致した。

４．まとめ

保育園児の身体活動に関する調査結果の分析を

通して，体を使う遊びの多い児ほど遊び仲間が多

く，遊び場にも恵まれ，運動能力も高く，活発な

傾向にあること，子どもの頃運動が好きだった親

ほど，現在でも運動好きであり，子どもと一緒に

体を動かす機会が多く，児の運動能力も高い傾向

にあることなどが明らかになった。

また，短期大学学生の子どもの頃の身体活動に

関する調査結果の分析を通して，運動の得意な者

表７ 幼稚園児の屋外遊びの多い群と少ない群の各項目のデータの比較

項 目 屋外遊び５０％以上 屋外遊び５０％未満 Tスコア 平均値の有意差

運動遊びのスコア ２．６３±０．５０ １．５９±０．７１ ５．１１７ P＜０．０１

活動性のスコア ２．７４±０．５６ ２．１８±０．８８ ２．２３６ P＜０．０５

気分の変化のスコア ２．２１±０．６３ ２．４１±０．５１ １．００８ 差なし

健康状態のスコア ２．８９±０．３２ ２．５９±０．５１ ２．１３９ P＜０．０５

友達の多さのスコア ２．４７±０．９０ １．８８±０．９９ ４．０１２ P＜０．０１

運動適性のスコア ５．００±１．０５ ４．７１±１．１６ ０．７８８ 差なし

立ち幅跳びのスコア ２．４７±０．６１ ２．３５±０．７０ ０．５５ 差なし

２５m走のスコア ２．５３±０．７０ ２．３５±０．７０ ０．７７２ 差なし

身長 １０７．９±４．４７ １０６．６±５．１３ ０．８１２ 差なし

体重 １８．７４±２．４４ １７．７±２．０３ １．３８１ 差なし

カウプ指数 １５．９２±１．３５ １５．６３±１．１２ ０．６９６ 差なし

人数 １９ １７

表８ 幼稚園児の運動遊びの多い群と少ない群の各項目のデータの比較

項 目 運動遊び５０％以上 運動遊び５０％未満 Tスコア 平均値の有意差

屋外遊びのスコア ２．４５±０．５１ １．４４±０．５１ ５．９１７ P＜０．０１

活動性のスコア ２．６８±０．５８ ２．２４±０．９０ １．７７３ 差なし

気分の変化のスコア ２．３７±０．６０ ２．２４±０．５６ ０．６６６ 差なし

健康状態のスコア ２．８５±０．３７ ２．６３±０．５０ １．５５１ 差なし

友達の多さのスコア ２．３７±０．９６ ２．００±１．００ １．１２８ 差なし

運動適性のスコア ４．９５±１．００ ４．７５±１．２４ ０．５３６ 差なし

立ち幅跳びのスコア ２．４５±０．６０ ２．３８±０．７２ ０．３１８ 差なし

２５m走のスコア ２．５０±０．６９ ２．３８±０．７２ ０．５０７ 差なし

身長 １０８．３±４．４１ １０６．０±５．０１ １．４６２ 差なし

体重 １８．９５±２．４１ １７．４０±１．８４ ２．１２３ P＜０．０５

カウプ指数 １５．９７±１．３６ １５．５６±１．０６ １．００８ 差なし

人数 ２０ １６
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ほど日頃運動する機会が多く，遊ぶ友達も多く，

活発で，健康状態も良く，学校の環境に恵まれて

いる傾向にあること，子どもの頃の身体活動への

取り組みが，成長後の身体活動への取り組みにも

影響していることなどが明らかになった。

さらに，幼稚園児の身体活動に関する観察・調

査の結果の分析を通して，屋外遊びをよく行う児

ほど，運動遊びをよく行い，活動的で，遊び友達

も多く，健康状態もより良好な傾向にあることが

明らかになった。

このように，幼児期や学童期の身体活動への取

り組みや運動能力に様々な事柄が影響しているこ

とがわかったが，子どもの身体活動への取り組み

を活発なものにし，体力や運動能力の向上を図っ

ていくための対策として，以下の３つの点が特に

重要と思われた。

①園や学校での身体活動への取り組みをより活発

なものにしていくことが重要と考えられた。こ

こには運動遊びのできる場所，一緒に遊べる仲

間，指導者，運動遊びのできる時間があり，こ

れらを有効に活用していくことにより子ども達

の身体活動を活発にし，運動能力を高めていく

ことができると思われた。そのために，保育者

や教師が子どもの身体活動への理解を深め，子

どもの身体活動に対して積極的に関わっていく

ことがきわめて重要と思われた。

②家庭においては，親自身が身体活動への関心を

高め，子どもと一緒に体を動かす機会を増やし

たり，地域のスポーツ行事などに親子で一緒に

参加する機会を積極的につくっていくことなど

が重要と思われた。

③地域の中に子どもが安心して外遊びのできる場

所を増やしたり，地域の中で子どもの遊びや身

体活動に関わってもらえる人材を確保していく

ことなども重要と考えられた。特に共働きなど

により親子で体を動かす機会をなかなか確保で

きない家庭も多くなっている現在，定年退職や

子育ての完了により時間的にゆとりのできた

人，職種により時間の確保が可能な人など地域

の人々の協力を得て，子どもが安心して遊び，

体を動かすことのできる機会を確保していくこ

とはきわめて重要と思われた。
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